








要約

ムコ多糖症スクリーニングのための「マイクロプレート法」について、測定の精度と安定

性を検討した。ムコ多糖の標準品としては、コンドロイチン硫酸 C(Ch-C)(生化学工業)を

用い、平底 96 穴マイクロプレート(スミロン)上でジメチルメチレンブルー(DMB)(Aldrich)

と反応させ、525nmの吸光度をマイクロプレートリーダー(コロナ MTP-32)で測定した。

Ch-C の 20～320μg/ml の濃度において、CV 値は常に 1 桁であり、また、吸光度は、Ch-C

の濃度に比例して直線的であった。したがって、ピペット誤差、プレート誤差、測定誤差

は、ほとんど無いと考えられた。

Ch-C を、0.18M トリスぎ酸バッファーpH8.8 中またはプール尿中に溶解したものの一定量

をろ紙にスポットし、ここから 1/4 インチのパンチ 4枚をとって 0.3ml の 0.18M トリスぎ

酸バッファー pH8.8 にいれ、65℃で 60 分間の超音波処理をおこなった。このときの Ch-C

の添加回収率は、常に 70%前後で安定しており、また、バッファーに溶解した場合と尿に

溶解した場合との間に差が無かった。さらに、測定値は、添加した溶液の濃度に比例して

直線的で、CV も小さく、液のまま測定する場合と同様の精度で測定できた。

DMB の濃度は、26μM が適当であった。また、DMB ストック液(350μM)、Ch-C 標準液とも

3週間で劣化を示した。


